
惰
代
仏
教
に
お
け
る
三
身
解
釈
の
諸
相

長

谷

川

岳

史

問
題
の
所
在

陪
代
は
、
中
国
仏
教
史
上
、
特
筆
す
べ
き
仏
典
注
釈
の
流
行
と
急
速
な
教
学
形
成
が
な
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
そ
の
伏
線
は
南
北
朝
末

期
、
そ
の
鹿
接
的
影
響
は
初
唐
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
本
論
文
は
、
こ
う
い
っ
た
惰
代
仏
教
の
特
色
を
同
時
代
的
視
座
か
ら
検
討
し
、
こ

れ
ま
で
豊
富
な
人
材
・
著
作
類
を
有
し
な
が
ら
も
、
体
系
的
な
研
究
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
惰
代
仏
教
教
学
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
試
み
の
一
環
で
あ
る
。

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
中
国
に
お
け
る
三
身
説
の
変
遷
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
論
を
提
示
し
て
き
た
。
仏
身
の
性
格
規
定
に
関
す
る
三
身

説
は
、
そ
の
形
態
が
様
々
で
あ
り
定
型
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
中
国
に
お
い
て
三
身
解
釈
の
流
行
は
六
世
紀
後
半
か
ら
急

に
具
体
性
を
帯
び
て
く
る
。
そ
し
て
、
時
を
同
じ
く
し
て
『
観
無
量
寿
経
』
の
流
行
に
と
も
な
う
阿
弥
陀
仏
(
無
量
寿
仏
〉
の
性
格
規
定

や
、
『
党
網
経
』
な
ど
に
基
づ
く
見
直
遮
那
仏
(
直
舎
那
仏
〉
の
性
格
規
定
が
三
身
説
を
基
準
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
様
相
は
、
慧
遠

(
五
二
三
J
五
九
二
)
、
智
顕
(
五
三
八
J
五
九
七
〉
、
吉
蔵
(
五
四
九
J
六
二
一
二
〉
な
ど
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
活
躍
し
惰
代
仏
教
教
学
の
構

築
に
貢
献
し
た
人
物
が
、
三
身
に
関
す
る
当
時
の
共
通
テ
l
マ
に
つ
い
て
各
自
の
立
場
か
ら
解
釈
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
人

物
や
学
派
に
限
定
さ
れ
た
テ
l
マ
を
扱
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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本
論
文
で
は
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
も
含
め
て
、

慧
遠
、

智
顕
、

吉
蔵
を
中
心
に
、

三
身
解
釈
や
三
身
説
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏

(
無
量
寿
仏
〉
と
昆
虚
遮
那
仏
(
直
舎
那
仏
〉
の
性
格
規
定
の
諸
相
を
み
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
惰
代
仏
教
に
お
け
る
仏
身
解
釈
の
傾

向
を
示
し
た
い
。

三
身
の
分
類
と
そ
の
内
容

イ
ン
ド
に
お
い
て
三
身
説
が
成
立
す
る
の
は
、

四
J
五
世
紀
で
あ
り
、

の
増
広
の
過
程
で
加
え
ら
れ
た

そ
の
様
子
は

『
金
光
明
経
』

「
三
身
分
別
品
」
や
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
、

『
摂
大
乗
論
』
な
ど
の
唯
識
論
書
か
ら
も
窺
え
る
。
中
国
で
も
当
然
こ
れ
ら
の
経
論
の
伝
訳

(
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
は
唐
代
〉
の
影
響
を
受
け
三
身
説
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
大
き
く
真
諦
(
四
九
九
J

五
六
九
)
の
訳
書
に
み
ら
れ
る
法
・
応
・
化
の
三
身
説
と
、
菩
提
流
支

(
J
五
二
七
〉
の
訳
書
に
み
ら
れ
る
法
・
報
・
応
(
化
〉
の
二
系

統
が
あ
る
。

晴
代
仏
教
の
傾
向
と
し
て
は
、
菩
提
流
支
訳
系
の
法
・
報
・
応
(
化
〉
説
が
支
持
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
点
は
、
こ
れ
か
ら
み
て

い
く
慧
遠
、
智
額
、
士
口
蔵
と
も
に
共
通
し
て
い
る
。

①
 慧

遠
の
三
身
説
は
『
大
乗
義
章
』

慧
遠
(
五
二
三
J
五
九
二
)

「
三
仏
義
」
に
述
べ
ら
れ
る
。
慧
遠
は
、

ま
ず
「
名
義
を
釈
す
」
と
し
て

第
一
釈
名
。
三
仏
之
義
。
出
地
経
論
。
金
剛
般
若
亦
具
分
別
。
名
字
是
何
。

法
身
イム

報
身
仏

応
身
イム(2)

と
述
べ
、

『
十
地
経
論
』
と
『
金
剛
般
若
論
』
に
基
づ
き
法
身
仏
・
報
身
仏
・
応
身
仏
の
三
身
を
あ
げ
る
。

続
く
各
論
に
お
い
て
、

ま
ず
、
法
身
仏
に
つ
い
て

法
者
所
調
無
始
法
性
。
:
:
・
如
勝
霊
説
。
隠
如
来
蔵
顕
成
法
身
。
法
身
体
有
覚
照
之
義
。
名
法
身
仏
。
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「
法
」
と
は
法
性
で
あ
り
、
こ
れ
を
如
来
蔵
と
み
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
顕
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
身
を
成
ず
る
と
す
る
。

こ
れ
は
『
勝
霊
経
』
に
よ
る
と
あ
る
が
、
慧
遠
は
後
の
問
答
で
『
大
乗
起
信
論
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
法
身
の
体
に
覚
照
の
義

と
述
べ
、

が
あ
る
、

つ
ま
り
仏
智
の
働
き
が
あ
る
の
を
法
身
「
仏
」
と
し
て
い
る
。

慧
遠
は
、
報
身
仏
と
応
身
仏
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
覚
照
(
仏
智
〉
の
義
あ
り
と
し
て
、
法
身
仏
と
同
様
に
所
覚
の
法
〈
身
〉
と
能
覚

の
仏
智
〈
仏
〉
と
の
関
係
で
そ
の
名
を
説
明
し
て
い
る
。

問
目
。
三
仏
倶
能
覚
照
。
所
覚
之
法
為
同
為
異
。
釈
言
不
定
。
分
別
有
三
。

一
随
相
分
別
。
法
仏
唯
知
無
始
法
性
。
名
知
理
法
。
報

仏
能
知
行
修
対
治
。
名
知
行
法
。
応
仏
了
知
三
乗
化
教
。
名
知
教
法
。
又
復
法
仏
唯
知
理
法
。
報
仏
了
知
自
行
之
法
。
自
行
門
中
。

通
知
一
切
自
行
為
主
。
是
故
名
知
自
行
之
法
。
応
仏
了
知
化
他
行
法
。
化
他
門
中
。
亦
知
一
切
化
他
為
主
。
是
故
名
知
化
他
行
法
。

(
法
性
)
、
報
身
仏
の
智
(
報
仏
〉
は
「
自
行
法
」
、
応
身
仏
の
智
(
応
仏
〉
は

」
れ
に
よ
る
と
、
法
身
仏
の
智
(
法
仏
〉
は
「
理
法
」

「
化
他
行
法
」
を
そ
れ
ぞ
れ
知
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
。

慧
遠
は
続
く
「
体
相
を
弁
ず
」
に
お
い
て
、
自
ら
が
依
拠
す
る
法
・
報
の
二
身
に
真
諦
訳
コ
ニ
身
分
別
品
」
の
法
身
を
、
自
ら
が
依
拠

す
る
応
身
に
は
コ
ニ
身
分
別
口
問
」
の
応
・
化
の
二
身
を
対
応
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

「
真
身
」
と
「
応
身
」
に
よ
る
分
類
も
行
い
、
慧
遠

が
依
拠
す
る
法
・
報
・
応
の
三
身
に
つ
い
て
は
、

開
真
合
応
以
説
三
者
。
如
上
所
列
。
真
中
分
二
。
法
之
与
報
。
応
以
為
一
。
故
説
三
種
。

と
し
、
真
身
中
に
法
身
と
報
身
を
含
め
、
そ
れ
に
応
身
を
加
え
て
、
三
身
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
法
・
報
の
二
身
を
自
利
、
応
身
を
利
他

と
捉
え
る
見
方
で
あ
る
。

法
身
仏
|
|
知
理
法
(
如
来
蔵
〉
」

T
真
身
仏

報
身
仏

l
i知
自
行
法

応
身
仏
|
|
知
化
多
行
法

応
身
仏
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智
顕
(
五
三
八
J
五
九
七
〉

こ
こ
で
は
智
顕
の
三
身
説
に
つ
い
て
み
て
い
く
が
、
ま
ず
、
智
顕
説
濯
頂
(
五
六
一

J
六
一
ニ
二
〉
録
『
金
光
明
経
玄
義
』
を
用
い
て
考

え
て
み
た
い
。

『
金
光
明
経
玄
義
』
で
は
、

② 

云
何
三
云
何
身
。
法
報
応
是
為
三
。
三
種
法
豪
故
名
身
。
所
謂
理
法
豪
名
法
身
。
智
法
栗
名
報
身
。
功
徳
法
褒
名
応
身
。

と
い
う
よ
う
に
、
先
の
慧
遠
と
同
じ
、
法
・
報
・
応
の
三
身
説
を
採
用
し
て
い
る
。
た
だ
、
慧
遠
と
異
な
る
の
は
、
「
理
法
栗
名
法
身

功
徳
法
襲
名
応
身
」
と
い
う
よ
う
に
、
法
身
を
理
法
と
し
、
報
身
を
理
を
縁
ず
る
智
と
捉
え
、
所
観
の
理
と
能
観
の
智

智
法
襲
名
報
身

と
い
う
構
造
を
用
い
て
い
る
点
で
あ
る
。

ま
た
、若

依
真
諦
師
云
。
法
身
真
実
二
身
不
真
実
。
此
則
三
身
体
相
各
異
。
乃
是
別
教
中
一
途
。
非
今
所
用
。
若
言
三
身
皆
真
実
。
至
理
是

法
身
。
契
理
之
智
是
報
身
。
起
用
是
応
身
。
応
身
是
実
仏
所
化
皆
実
不
虚
。

と
述
べ
、
「
法
身
真
実
二
身
不
真
実
」
(
経
文
〉
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ず
に
コ
ニ
身
皆
真
実
」
と
し
、
さ
ら
に

平
等
平
等
皆
如
如
名
法
身
。
有
此
平
等
智
是
報
身
。
将
此
智
化
他
是
応
身
。
我
三
身
義
皆
成
。

"
 

と
述
べ
て
、
如
如
を
法
身
と
名
づ
く
と
し
、
智
を
報
身
に
配
し
て
い
る
。

次
に
智
顕
説
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
(
以
下
『
法
華
文
句
も
に
み
ら
れ
る
三
身
を
み
て
い
く
。

『
法
華
文
句
』
で
は
、
三
身
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

三
如
来
者
。
大
論
云
。
如
法
相
解
如
法
相
説
故
名
如
来
。
如
者
法
如
如
境
。
非
因
非
果
。
有
仏
無
仏
性
相
常
然
。
遍
一
切
処
而
無
有

異
為
如
。
不
動
市
至
為
来
。
指
此
為
法
身
如
来
也
。
法
如
如
智
。
乗
於
如
如
真
実
之
道
来
成
妙
覚
。
智
称
如
理
。
従
理
名
如
従
智
名

来
。
即
報
身
加
来
。
故
論
云
。
如
法
相
解
故
名
如
来
也
。
以
如
如
境
智
合
故
。
即
能
処
処
示
成
正
覚
。
水
銀
和
真
金
。
能
塗
諸
色
像
。
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功
徳
和
法
身
。
処
処
応
現
往
。
八
相
成
道
転
妙
法
輪
。
即
応
身
如
来
。
故
論
云
o

如
法
相
説
故
名
如
来
恥

こ
こ
で
は
、
『
金
光
明
経
玄
義
』
と
同
じ
く
法
・
報
・
応
の
三
身
説
を
採
用
し
、
法
如
如
の
境
に
し
て
一
切
処
に
遍
じ
不
動
な
る
を

「
法
身
如
来
」
、
妙
覚
を
成
じ
法
如
如
の
智
を
体
得
す
る
の
を
「
報
身
如
来
」
、
処
処
に
正
覚
を
成
ず
る
こ
と
を
示
し
応
現
す
る
の
を
「
応

身
如
来
」
と
す
る
三
身
が
示
さ
れ
る
。

法
如
如
境
・
不
動
(
法
身
如
来
)
|
|
|
一

法
如
如
智
(
報
身
如
来
〉

f
i
l
i
l
i
-
-
一
真
実

応
身
|
|
功
徳
法
緊
(
起
用
・
化
他
)
|
|
八
相
成
道
転
妙
法
輪
(
応
身
如
来
〉
|
|
一

法
身
|
|
理
法
緊
(
理
)

報
身
|
|
智
法
栗
(
契
理
之
智
〉

③ 

吉
蔵
(
五
四
九
i
」
ハ
二
三
)

こ
こ
で
は
『
法
華
玄
論
』
を
も
と
に
吉
蔵
の
三
身
説
を
み
て
い
く
。
な
お
、
以
下
に
あ
げ
る
文
は
『
大
乗
玄
論
』
に
も
ほ
ぼ
同
内
容
の

"
 

も
の
が
あ
る
。

但
三
身
不
問
。
若
法
華
論
明
三
身
者
。
以
仏
性
為
法
身
。
修
行
顕
仏
性
為
報
身
。
化
衆
生
義
為
化
品
。

吉
蔵
は
、
ま
ず
、
三
身
解
釈
に
諸
説
あ
る
と
し
、
『
法
華
論
』
の
三
身
と
し
て
、
仏
性
た
る
法
身
、
修
行
に
よ
っ
て
仏
性
を
顕
し
た
報

身
、
衆
生
を
化
す
る
化
身
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
次
に
『
摂
大
乗
論
』
の
法
・
応
・
化
の
三
身
説
を
会
通
し
よ
う
と
し
て
、

若
摂
大
乗
論
所
明
。
隠
名
如
来
蔵
。
顕
名
為
法
身
。
則
此
二
皆
名
法
身
。
就
応
身
中
自
開
為
二
。
化
菩
薩
名
報
身
。
化
二
乗
名
化
身
。

或
云
。
化
地
上
名
報
身
。
化
地
前
名
化
身
。

と
述
べ
、

『
摂
大
乗
論
』
の
法
身
は
、

容
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、

「
隠
」
の
如
来
蔵
(
『
法
華
論
』
の
法
身
)
と
「
顕
」
の
法
身
(
『
法
華
論
』
の
報
身
)
を
そ
の
内

そ
し
て
応
身
を
報
身
と
化
身
の
二
種
に
聞
き
、
応
身
中
報
身
は
菩
薩
を
、
応
身
中
化
身
は
二
乗
を
対
象
と

す
る
説
と
、
応
身
中
報
身
は
地
上
の
菩
薩
を
、
応
身
中
化
身
は
地
前
の
菩
薩
を
対
象
と
す
る
説
を
あ
げ
る
。
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ま
た
、
吉
蔵
は

二
身
為
自
徳
。

一
身
化
他
徳
。

問
何
故
但
明
三
身
。
不
多
不
小
耶
。
答
若
就
法
華
論
明
三
身
者
。
仏
性
隠
顕
為
二
身
。
化
他
為
化
身
。

又
約
摂
大
乗
論
明
三
身
義
。
員
不
得
多
小
。
法
身
為
自
徳
。
余
二
身
化
他
徳
。

そ
れ
以
下
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
数
の
身
で
は
な
い
の
か
と
い
う
問
い
に
答
え
て
、
自
徳
・
化
他

と
述
べ
、

な
ぜ
三
身
で
あ
っ
て
、

徳
と
い
う
視
点
か
ら
、

『
摂
大
乗
論
』
は
法
身
を
自
徳
、
応
・
化
二
身
を

『
法
華
論
』
の
法
・
報
二
身
を
自
徳
、
化
身
を
化
他
徳
と
し
、

化
他
徳
と
み
て
い
る
と
す
る
。

こ
れ
を
み
る
と
『
法
華
論
』
の
法
・
報
・
化
説
と
『
摂
大
乗
論
』
の
法
・
応
・
・
化
説
を
三
身
説
と
し
て
会
通
す
る
こ
と
、
特
に
『
摂
大

乗
論
』
の
解
釈
に
吉
蔵
が
苦
慮
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

次
に
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
を
み
る
が
、
吉
蔵
は
「
筒
名
義
」
に
お
い
て

略
論
仏
義
凡
有
三
種
。

一
正
法
仏
二
修
成
仏
三
応
化
仏
。
故
七
巻
金
光
明
経
云
。
三
身
謂
法
身
報
身
応
身
。
般
若
論
云
法
仏
報
仏
化

一
観
実
相
法
身
。
二
観
修
成
法
身
。
三
観
化
身
。

仏
。
:
:
:
観
有
三
種
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
正
法
仏
」
(
法
身
・
法
仏
・
実
相
法
身
〉
、

「
修
成
仏
」
(
報
身
・
報
仏
・
修
成
法
身
)
、

「
応
化
仏
」
(
応

身
・
化
仏
・
化
身
)
と
い
う
形
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
み
る
と
、
吉
蔵
に
お
い
て
は
、
先
に
会
通
し
て
い
た
『
摂

大
乗
論
』

司
法
華
玄
論
』

と
し
て
分
け
る
考
え
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
、

こ
こ
ま
で
の

の
三
身
説
の
よ
う
に
応
・
化
を

「
二
身
」

『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
の
説
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、

『
法
華
論
』
に
も
と
づ
く
法
・
報
・
化
と
い
う
形

お
そ
ら
く
吉
蔵
の
三
身
説
は
、

の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

法
身
|
|
仏
性
(
隠
名
如
来
蔵
〉

l

l
正
法
仏
(
法
身
・
法
仏
・
実
相
法
身
)
|
|
一

ア
ー
由
同

修
成
仏
(
報
身
・
報
仏
・
修
成
法
身
〉
|
|
一

徳

報
身
|
|
修
行
顕
仏
性

化
身
|
|
化
衆
生
義

応
化
仏
(
応
身
・
化
仏
・
化
身
〉

化
他
徳

と
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ニ
身
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
(
無
量
寿
仏
)

中
国
に
お
い
て
三
身
説
に
阿
弥
陀
仏
〈
無
量
寿
仏
〉
を
位
置
づ
け
る
試
み
は
、
六
世
紀
後
半
か
ら
盛
ん
に
な
る
。
こ
れ
は
三
身
説
に
対

す
る
議
論
が
は
じ
ま
っ
た
時
期
と
一
致
し
、

『
観
無
量
寿
経
』
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
時
期
と
も
一
致
す
る
。
こ
こ
で
は
慧

ま
た
、

遠
、
智
頭
、
吉
蔵
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
本
来
な
ら
ば
、
先
の
三
身
解
釈
や
こ
の
部
分
に
道
緯
(
五
六
二

J
六
四
五
)
を
入
れ
て
検
討
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
惰
代
仏
教
の
資
料
と
し
て
の
守
安
楽
集
』
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
別
に
論
じ
た
い
。

慧
遠
(
五
一
一
一
一
一
J
五
九
二
〉

①
 慧

遠
の
阿
弥
陀
仏
(
無
量
寿
仏
〉
観
は
、

『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
に
お
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
慧
遠
は
経
名
釈
に
お
い
て
「
無
量
寿
」
を
釈
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

無
量
寿
者
是
所
観
仏
。
観
仏
有
二
。

一
真
身
観
二
応
身
観
。
観
仏
平
等
法
門
之
身
是
真
身
観
。
観
仏
如
来
共
世
間
身
名
応
身
観
。

「
観
仏
有
二
」
と
し
て
「
真
身
観
」
と
「
応
身
観
」
を
あ
げ
る
。

こ
こ
で
は
、

「
無
量
寿
」
と
は
所
観
の
仏
で
あ
る
と
し
、

続
い
て
、

「
真
身
観
」
に
つ
い
て
『
維
摩
経
』
を
引
い
て
「
観
身
実
相
」
と
し

「
応
身
観
」
に
つ
い
て

其
応
身
観
如
彼
観
仏
三
味
経
。
取
仏
形
相
繋
想
思
察
名
応
'
身
観
。
:
:
:
応
身
観
中
有
始
有
終
。
:
:
:
以
如
是
等
箆
浄
信
見
名
之
為
始
。

例

以
大
神
通
親
往
礼
観
或
復
往
生
面
親
供
養
名
真
実
見
此
以
為
終
。
:
:
:
今
此
所
論
是
応
身
中
筋
浄
信
観
失
。

『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
い
て
、
こ
の
経
の
観
仏
が
「
応
身
観
」
に
あ
た
り
、
こ
れ
は
応
身
へ
の
箆
の
浄
信
に
よ
る
も
の
で
あ

と
述
べ

る
こ
と
を
述
べ
る
。

慧
遠
は
、

さ
ら
に
『
観
仏
三
昧
海
経
』
を
引
い
て
、

「
応
身
観
」
に
、
個
別
の
仏
を
観
ず
る
の
で
は
な
い
「
通
観
」
と
、
弥
勃
や
阿
閑

等
の
個
別
の
仏
を
観
ず
る
「
別
観
」
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
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今
此
所
論
是
其
別
観
。
別
観
西
方
無
量
寿
仏
。

と
し
て
、
こ
の
経
は
「
西
方
無
量
寿
仏
」
を
別
観
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

ま
た
、
仏
の
名
号
に
つ
い
て
も
通
(
如
来
・
応
供
・
正
遍
知
等
)

と
別
(
釈
迦
・
弥
勤
)

を
分
け
、

次
に
仏
の
寿
命
に
つ
い
て
述
べ

る。

然
仏
寿
命
有
真
有
応
。
真
如
虚
空
皐
寛
無
尽
。
応
身
寿
命
有
長
有
短
。
今
此
所
論
是
応
非
真
。
故
彼
観
音
授
記
経
云
無
量
寿
仏
命
難

M
判

長
久
亦
有
終
尽
。
故
知
是
応
。
此
仏
応
寿
長
久
無
辺
非
余
凡
夫
二
乗
能
測
故
日
無
量
。
命
限
称
寿
。

」
こ
で
は
、
仏
の
寿
命
は
、
真
身
で
あ
れ
、
応
身
で
あ
れ
、

「
有
り
」
と
す
る
が
、
真
身
の
寿
命
は
「
虚
空
畢
寛
無
尽
」
に
有
り
、
応

身
の
寿
命
は
「
長
短
」
が
有
る
と
し
、
応
身
の
寿
命
の
有
限
性
を
示
す
。
そ
し
て
、
こ
の
経
の
仏
は
「
無
量
寿
」
と
い
う
名
で
あ
っ
て
も
、

凡
夫
や
二
乗
に
は
測
る
こ
と
の
で
き
な
い
寿
命
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
無
量
寿
」
は
応
身
で
あ
る
か
ら
寿
命
は
「
長
久
」
で
あ
っ
て
も

「
終
尽
」
が
あ
る
と
い
う
。

浄
土
に
つ
い
て
は
、

M
W
 

又
復
箆
国
通
有
分
段
凡
夫
往
生
。
妙
土
唯
有
変
易
聖
人
。
弥
陀
仏
国
浄
土
中
態
。

と
述
べ
、
弥
陀
の
浄
土
が
「
箆
」
で
あ
り
、
分
段
生
死
の
凡
夫
が
往
生
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

「
浄
土
義
」
に
基
づ
け
ば
、
浄
土
に
事
・
相
・
真
の
三
つ
が
あ
る
中
、
弥
陀
の
浄
土
は
「
事
浄
土
」

で
あ
り
、
一
一
一
界
に
属
さ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
法
・
報
・
応
の
三
土
の
中
の
「
応
土
」
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
、
こ
こ
で
『
大
乗
義
章
』

一
同
類
因
。
還
以
応
行
而
為
応
因
。
諸
仏
如
来
。
得
土
己
久
。
現
修
諸
行
。
荘
厳
因
。
如
弥
陀
仏
国
現
修
四
十
八
弘
誓
願

及
諸
所
行
。
荘
厳
西
方
世
界
。
如
是
等
也
。
二
異
類
因
。
実
行
真
法
為
応
土
因
。
然
就
応
中
義
別
有
一
一
。
一
是
法
応
浄
土
三
昧
法
門

力
故
。
現
種
種
利
。
二
是
報
応
。
以
本
大
悲
願
力
因
縁
。
現
種
種
土
。
義
別
如
是
。
此
二
別
分
。
法
応
之
土
。
如
来
蔵
中
浄
土
法
門
。

例

以
之
為
因
。
報
応
之
土
。
大
悲
願
力
。
以
之
為
因
。
悲
願
為
主
。
統
摂
諸
行
。

因
二
種
。
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と
述
べ
、

「
弥
陀
仏
国
」
が
、
応
土
に
「
法
応
の
土
」
と
「
報
応
の
土
」
の
二
義
あ
る
中
の
「
報
応
の
土
」
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
。

智
頭
(
五
三
八
J
五
九
七
)

②
 智

顕
の
阿
弥
陀
仏
(
無
量
寿
仏
〉
観
は
、

『
維
摩
経
文
疏
』

「
仏
国
品
」
の
次
の
文
に
み
ら
れ
る
。

同
同

二
明
凡
聖
同
居
浄
土
者
。
西
方
無
量
寿
因
。
難
復
果
報
勝
此
難
可
比
喰
。
然
亦
是
染
浄
凡
聖
同
居
国
也
。

四
種
浄
土
の
内
、
凡
聖
同
居
浄
土
に
あ
た
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
凡
聖
同
居
浄
土
の
仏
の
性
格

こ
こ
で
は
西
方
無
量
寿
国
が
、

に
つ
い
て
は
、

四
種
浄
土
に
関
す
る
以
下
の
記
述
に
み
ら
れ
る
。

一
者
染
浄
国
即
凡
聖
共
居
也
。
二
者
有
余
国
即
方
便
行
人
所
住
也
。
三
者
果
報
国
純
法
身
大
士
所
居
即
因
陀
羅
網
無
障
碍
土
也
。
四

者
常
寂
光
土
即
究
寛
妙
覚
所
居
処
也
。
此
四
国
者
。
前
二
国
並
是
応
応
仏
之
所
居
也
。
第
三
土
亦
応
亦
報
仏
所
居
。
最
後
一
土
但
是

伺

真
浄
非
応
非
報
是
法
身
仏
之
所
居
也
。

こ
こ
に
は
染
・
浄
国
(
凡
聖
同
居
士

γ
有
余
国
(
方
便
有
余
土
)
・
果
報
国
〈
実
報
無
障
碍
土
〉
・
常
寂
光
土
が
あ
げ
ら
れ
、

染
浄
・
有

余
の
二
国
は
応
仏
の
所
居
、

常
寂
光
土
は
法
身
仏
の
所
居
と
い
う
よ
う
に
、

先
に
み
た
智
顕
の

果
報
国
は
応
仏
ま
た
は
報
仏
の
所
居
、

法
・
報
・
応
の
三
身
と
四
種
浄
土
と
の
対
応
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
凡
聖
同
居
浄
土
で
あ
る
西
方
無
量
寿
国
を
所
居
と
す

る
阿
弥
陀
仏
(
無
量
寿
仏
)
は
、
法
・
報
・
応
の
三
身
の
中
の
応
身
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

智
顕
説
濯
頂
録
『
金
光
明
経
文
句
』

寿
・
不
量
」
、
菩
提
智
慧
の
報
身
は
「
無
量
を
量
と
為
す
」
こ
と
を
述
べ
た
後
、
応
身
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

ま
た
、

「
釈
寿
量
品
」
を
み
る
と
、

非
色
質
・
非
心
智
の
法
身
は
「
無

仏
の
寿
量
に
つ
い
て
、

応
身
者
応
同
物
身
為
身
也
。
応
同
連
持
為
寿
也
。
応
同
長
短
為
量
也
O
i
-
-
-
能
為
無
量
能
為
有
量
。
有
量
有
二
義
。
一
為
無
量
之
量
。

二
為
有
量
之
量
。
如
七
百
阿
僧
祇
及
八
十
等
。
是
有
量
之
量
。
如
山
斤
海
滴
。
実
有
斉
限
。
凡
夫
所
不
知
。
阿
弥
陀
実
有
期
限
。
人

初

天
莫
数
。
此
是
有
量
之
無
量
。
応
仏
皆
為
両
量
。
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こ
れ
に
よ
る
と
、

「
有
量
の
量
」
に
は
「
有

「
応
同
万
物
為
身
」
で
あ
る
応
身
は
「
無
量
の
量
」
と
「
有
量
の
量
」
の
二
義
が
あ
り
、

量
の
量
」
と
「
有
量
の
無
量
」
が
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
阿
弥
陀
仏
は
「
無
量
寿
」
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
れ
は
凡
夫
に
は
推
し
量
れ

な
い
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
実
は
期
限
が
あ
り
「
有
量
の
無
量
」
な
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。

③ 

士
口
蔵
(
五
四
九
J
六一一一一一〉

吉
蔵
の
阿
弥
陀
仏
(
無
量
寿
仏
〉
観
に
つ
い
て
は
、
著
述
に
関
し
て
若
干
の
問
題
を
苧
ん
で
は
い
る
が
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
を
み
て

、
O

B
U
W
J《
、『

観
無
量
寿
経
義
疏
』
で
は
、
先
に
引
用
し
た
正
法
仏
ハ
法
身
〉
・
修
成
仏
(
報
身
〉
・
応
化
仏
ハ
化
身
〉
や
三
種
の
観
を
提
示
し
た
後
、

「
観
化
身
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

観
化
者
観
西
方
浄
土
仏
也
。
此
是
背
自
在
玉
仏
時
法
蔵
菩
薩
発
四
十
八
願
。
造
此
浄
土
仏
生
其
中
化
度
衆
生
。
観
此
仏
故
名
観
化
仏

ω
 

身。
こ
こ
で
は
化
身
(
化
仏
身
〉
を
観
る
と
い
う
の
は
、

四
十
八
願
に
基
づ
き
浄
土
を
造
っ
た
「
西
方
浄
土
仏
」
を
観
る
こ
と
で
あ
る
と
述

ベ
る
。ま

た
、

『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
で
は
「
明
浄
土
」
で
浄
土
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、

ま
ず
「
問
安
養
世
界
為
報
土

為
応
土
耶
」
と
し
て
、
こ
の
経
に
説
か
れ
る
浄
土
は
報
土
な
の
か
応
土
な
の
か
と
い
う
問
い
が
発
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
吉
蔵
は
、

一
江
南
師
云
是
報
土
。
何
者
以
破
折
性
空
位
中
以
四
十
八
願
所
造
故
也
。
二
北
地
人
云
八
地
以
上
法
身
位
以
願
所
造
故

M
明

云
報
土
。
今
調
若
就
通
門
為
論
無
非
酬
因
可
云
報
土
。

答
解
不
問
。

と
い
う
よ
う
に
、

「
江
南
師
」
と
「
北
地
人
」
の
二
師
の
説
を
あ
げ
、
通
門
に
つ
け
ば
酬
因
の
報
土
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
別
門
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の
解
釈
の
中
で

問
双
巻
則
云
応
云
報
土
耶
。
答
此
是
応
中
開
応
報
両
土
。
非
是
異
応
別
有
報
土
。
何
者
一
往
弁
土
体
謂
之
為
報
。
於
此
報
土
示
種
種

七
宝
為
応
土
也
。
非
是
酬
因
之
報
故
為
報
土
也
。
:
:
:
間
二
死
中
摂
何
生
耶
。
答
解
不
問
。
一
云
在
凡
夫
浅
位
所
行
因
得
故
。
報
不

得
為
勝
故
是
分
段
。
二
北
地
云
是
変
易
摂
故
。
何
者
此
菩
薩
既
在
八
地
上
深
位
之
所
行
所
造
故
。
云
不
思
議
変
易
報
也
。
今
云
此
応

M
W
 

是
分
段
生
死
。
・
・
:
又
彼
土
寿
雄
無
量
必
終
詑
。
故
知
彼
土
分
段
生
死
。
然
分
段
与
変
易
不
可
定
判
。

(
双
巻
)
で
は
応
土
と
報
土
の
ど
ち
ら
を
説
く
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、

さ
ら
に
「
非
是
酬
困
之
報
故
為
報
土
」
と
し
て
、
こ
の
浄
土
は
応
土
の
中
に
応
・
報
の
両
土
が
あ
る
中
の
報
土
(
酬
因
の
果
と
し
て
の
応

中
の
報
土
〉
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
酬
因
の
報
と
し
て
の
実
報
土
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
土
が
分
段
生
死
で
あ
る

と
す
る
説
と
、
変
易
生
死
で
あ
る
と
す
る
「
北
地
」
師
の
説
を
あ
げ
、
結
論
と
し
て
は
「
不
可
定
判
」
と
す
る
も
、
士
口
蔵
は
「
彼
土
寿
雄

無
量
必
終
詑
」
と
述
べ
て
、
明
ら
か
に
分
段
生
死
と
み
て
い
る
。

と
述
べ
、

『
無
量
寿
経
』

「
応
中
開
応
報
両
土
」
と
い
い
、

お
そ
ら
く
、
吉
蔵
は
「
酬
困
の
果
」
は
応
身
・
応
土
で
あ
り
、

「
酬
因
の
報
」
は
報
身
・
報
土
で
あ
る
と
い
う
確
固
た
る
基
準
を
有
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
「
無
量
寿
浄
土
三
界
摂
不
」
と
い
う
聞
い
に
対
し
て
、
吉
蔵
が
答
え
て
い
る
部
分
を
み
て
い
く
。

間
無
量
寿
浄
土
三
界
摂
不
。
答
解
不
向
。
一
北
地
云
非
三
界
摂
。
何
以
知
然
。
論
云
無
欲
故
非
欲
界
。
地
居
故
非
色
界
。
有
色
故
非

無
色
界
。
二
江
南
云
是
三
界
所
摂
。
何
者
未
断
三
界
煩
悩
而
得
往
生
故
。
:
:
:
今
明
就
方
便
生
与
実
生
為
論
可
云
有
方
便
三
界
実
生

三
界
。

(
非
三
界
摂
〉
と
「
江
南
」
(
三
界
所
摂
〉
の
二
師
の
説
を
あ
げ
る
が
、

あ
る
論
文
は
、
先
に
み
た
慧
遠
『
大
乗
義
章
』
が
引
く
文
と
同
じ
で
あ

h
。
吉
蔵
は
ど
ち
ら
の
立
場
で
あ
る
の
か
と
い
う
と
、

師
の
立
場
、
す
な
わ
ち
「
三
界
所
摂
」
で
あ
る
。
ま
た
士
口
蔵
は
こ
こ
で
、
三
界
に
「
方
便
三
界
」
と
「
実
生
三
界
」
が
あ
る
こ
と
を
述
べ

こ
こ
で
は
「
北
地
」

「
北
地
」
師
説
の
論
拠
と
し
て
引
い
て

「
江
南
」
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「
明
浄
土
」
の
次
の
「
論
縁
起
」
の
内
容
に
よ
っ
て
「
方
便
三
界
」
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

M
W
 

こ
の
「
明
浄
土
」
に
お
い
て
、
土
口
蔵
は
一
貫
し
て
「
北
地
」
師
の
説
を
と
ら
な
い
。

る
が
、

四

三
身
に
お
け
る
毘
虚
遮
那
仏
(
虚
舎
那
仏
〉

中
国
に
お
い
て
、
三
身
説
の
中
に
毘
直
遮
那
(
虚
舎
那
〉
を
位
置
づ
け
る
試
み
は
、
仏
陀
蹴
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
、
い
わ
ゆ
る

「
六
十
華
厳
」
と
、

そ
れ
に
関
連
し
た
経
典
(
「
党
網
経
』
な
ど
)
の
評
価
に
と
も
な
い
、

見
直
遮
那
(
盛
舎
那
)
の
仏
身
の
規
定
が

三
身
説
を
基
準
と
し
て
釈
迦
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
(
無
量
寿
)
の
仏
身
規
定
が
三
身
説
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
は
じ
め
た
時
代
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
、
お
そ
ら
く
六
世
紀
後
半
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
筆
者
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、

未
だ
網
羅
的
に
調
査
で
き
て
い
な
い
。
特
に
慧
遠
に
関
し
て
は
今
後
の
検
討
事
項
と
な
る
。
今
、
こ
こ
で
は
智
顛
と
吉
蔵
に
関
し
て
み
て

、
。
‘ν
ノ
¥

智
顛
(
五
三
八
J
五
九
七
〉

①
 法

・
報
・
応
の
三
身
説
を
と
る
智
頭
説
司
法
華
文
句
』
で
は
、
毘
畠
遮
那
仏
を
以
下
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
。

法
身
如
来
名
毘
虚
遮
那
。
此
翻
遍
一
切
処
。
報
身
如
来
名
畠
舎
那
。
此
翻
浄
満
。
応
身
如
来
名
釈
迦
文
。
此
翻
度
沃
焦
。
是
三
如
来

若
単
取
者
則
不
可
也
。
:
:
:
党
網
経
結
成
華
厳
教
。
華
台
為
本
華
葉
為
末
。
別
為
一
一
縁
作
如
此
説
。
市
本
末
不
得
相
離
。
像
法
決
疑

経
結
成
浬
襲
。
文
云
。
或
見
釈
迦
為
毘
麗
遮
那
。
或
為
麗
遮
那
。
蓋
前
縁
異
見
。
非
仏
三
也
。
普
賢
観
結
成
法
華
。
文
云
。
釈
迦
牟

ω
 

尼
名
見
直
遮
那
。
乃
是
異
名
非
別
体
也
。
総
衆
経
之
意
。
当
知
三
仏
非
一
一
呉
明
会
。

こ
こ
で
は
、

法
身
如
来
|
|
毘
鹿
遮
那
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報
身
如
来
|
|
麗
舎
那

応
身
如
来
|
|
釈
迦
文

「
華
厳
教
」
を
結
成
す
る
『
党
網
経
』
、
「
浬
螺
」
を
結
成
す
る
『
像
法
決

疑
経
』
、
「
法
華
」
を
結
成
す
る
『
普
賢
観
経
』
に
基
づ
き
、
見
直
遮
那
と
釈
迦
の
本
末
不
離
、
同
体
異
名
、
非
別
体
説
が
引
用
さ
れ
、
ゴ
一

と
い
う
三
身
と
そ
れ
に
対
応
す
る
具
体
的
な
仏
名
が
示
さ
れ
、

如
来
の
一
・
異
を
論
ず
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
示
さ
れ
た
智
顕
の
説
は
、

理
と
し
て
の
法
身
見
直
遮
那
、
智
と
し
て
の
報
身
直
舎
那
、
応
現
の
働
き
を
為
す
応
身
釈
迦
と
い
う

位
置
づ
け
を
明
確
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
文
が
、
智
顕
説
濯
頂
録
『
菩
薩
戒
義
疏
』
に
も
み
ら
れ
る
。

仏
身
四
種
。

純

一
謂
法
身
。
二
謂
真
応
。
三
調
法
報
応
。
毘
虚
遍
耀
正
法
為
身
。
舎
那
行
満
報
果
為
身
。
釈
迦
応
迩
赴
感
為
身
也
。

② 

吉
蔵
(
五
四
九
J
六
二
三
〉

に
お
け
る
見
直
遮
那
の
位
置
づ
け
は

吉
蔵
の
三
身
説
(
法
・
報
・
化
〉

『
華
厳
遊
意
』
に
非
常
に
充
実
し
た
形
で
広
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
要
点
を
み
て
い
き
た
い
。

『
法
華
玄
論
』

と
著
述
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
問
題
あ
る

ま
ず
『
法
華
玄
論
』
で
は
、
三
身
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

間
三
身
有
幾
名
耶
。
答
経
論
列
名
不
同
。
或
法
身
舎
那
身
釈
迦
身
。
又
名
法
身
報
身
化
身
。
又
名
法
身
応
身
化
身
。
又
名
仏
所
見
身

菩
薩
所
見
身
二
乗
凡
夫
所
見
身
。

こ
こ
で
は
、

種
々
の
三
身
の
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ

そ
の
初
め
に
法
身
・
舎
那
身
・
釈
迦
身
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
三
身
説
は

『
党
網
経
』
の
所
説
を
も
と
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
、
士
口
蔵
は
続
い
て

化
他
中
自
有
二
。

一
者
化
菩
薩
身
総
名
舎
那
身
。
二
者
化
二
乗
身
名
釈
迦
身
。
所
化
難
多
不
出
大
小
也
。
又
化
浄
土
縁
為
舎
那
。
化
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被
土
縁
為
釈
迦
。
化
処
難
多
浄
機
摂
尽
。
又
純
化
菩
薩
為
舎
那
。
雑
化
三
乗
為
釈
迦
。
所
化
難
多
不
出
斯
二
也
。
又
華
台
世
界
為
舎

那
。
華
葉
国
土
為
釈
迦
。
又
本
為
舎
那
迩
為
釈
迦
。
能
化
難
多
摂
唯
本
迩
。
又
酬
因
義
名
舎
那
。
舎
那
名
報
仏
。
化
物
既
名
釈
迦
。

釈
迦
化
仏
。
又
初
成
道
為
舎
那
。
成
道
巴
後
為
釈
迦
。

ま
ず
自
徳
と
化
他
徳
の
分
類
に
基
づ
き
、
化
他
徳
の
内
、

あ
げ
、
そ
し
て
、
浄
土
・
穣
土
、
本
・
迩
な
ど
の
関
係
に
お
い
て
「
舎
那
」

の
三
身
説
に
則
り
、
舎
那
「
報
仏
」
、
釈
迦
「
化
仏
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

と
述
べ
、

「
舎
那
身
」
は
化
菩
薩
身
、

「
釈
迦
身
」
は
化
二
乗
身
と
す
る
説
を

「
釈
迦
」
の
区
別
を
示
し
、
自
ら
が
依
拠
す
る
法
・
報
・
化

『
法
華
玄
論
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
舎
那
身
・
釈
迦
身
の
区
別
が
示
さ
れ
る
が
、
こ
の
二
身
の
一
・
異
の
問
題
に
つ
い
て
は
以

下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

一
義
者
如
華
厳
名
号
説
。
或
名
釈
迦
或
名
舎
那
。
両
仏
異
義
者
。
如
党
網
本
迩
不
問
。
又
華
厳
中
二
乗
但

M
開

見
釈
迦
不
見
舎
那
。
又
如
像
法
決
疑
。
明
二
仏
為
異
也
。

答
二
仏
有
一
義
有
異
義
。

こ
こ
で
は
、
舎
那
と
釈
迦
が
一
体
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
を
『
華
厳
経
』
の
呉
名
説
に
よ
っ
て
示
し
、
舎
那
と
釈
迦
が
具
体
で
あ
る
こ
と

の
証
拠
と
し
て
『
党
網
経
』
や
『
像
法
決
疑
経
』
を
あ
げ
て
い
る
。
先
の
智
額
が
コ
ニ
如
来
の
一
・
異
を
論
ず
る
べ
き
で
は
な
い
」
根
拠

と
し
て
守
党
網
経
』
や
『
像
法
決
疑
経
』
を
提
示
し
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
ち
な
み
に
吉
蔵
に
お
い
て
は
、
法
身
は
「
不
説
法
」

ま
た
、
智
顕
の
よ
う
に
「
毘
直
遮
那
」
と
仏
名
を
明
示
す
る
こ
と
も
な
い
。

「
仏
性
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

こ
こ
ま
で
『
法
華
玄
論
』
の
記
述
を
み
て
き
た
が
、

守
華
厳
遊
意
』
に
よ
る
と
、
こ
う
い
っ
た
議
論
は
吉
蔵
の
師
で
あ
る
法
朗
(
五

O

七
J
五
八
一
〉
の
時
代
に
す
で
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

そ
こ
で
『
華
厳
遊
意
』
を
み
る
と

問
此
経
為
是
釈
迦
所
説
耶
為
是
舎
那
所
説
耶
。
輿
皇
大
師
開
発
初
即
作
此
問
。
然
答
此
之
問
。
便
有
南
北
二
解
。
南
方
解
云
。
仏
教

凡
有
三
種
。
謂
頓
漸
無
方
不
定
也
。
言
頓
教
者
。
即
教
無
不
円
理
。
無
不
満
。
為
大
根
者
説
。
所
以
経
云
。
響
如
日
出
先
照
高
山
。
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故
一
一
一
一
口
頓
教
。
言
漸
教
者
。
始
自
鹿
閑
終
至
鵠
林
所
説
。
経
教
初
浅
後
深
。
漸
漸
而
説
。
故
称
漸
教
。
就
漸
教
中
有
五
時
不
同
也
。
言

無
方
不
定
者
。
進
不
及
頓
。
退
非
是
漸
。
随
縁
不
定
。
故
言
不
定
教
。
問
。
此
是
大
乗
為
是
小
乗
耶
。
解
云
。
是
大
乗
教
。
金
光
明

勝
霊
等
経
也
。
用
此
三
経
者
欲
釈
此
経
是
釈
迦
所
説
。
何
者
此
之
三
教
是
仏
教
。
是
何
仏
教
。
解
云
。
是
釈
迦
仏
一
期
出
世
始
終
有

此
三
教
。
若
使
如
此
故
知
華
厳
是
釈
迦
仏
説
也
。
釈
迦
難
説
比
三
教
復
不
問
。
何
者
若
是
漸
教
無
方
教
此
是
現
前
説
。
若
是
頓
教
遁

説
彼
土
人
華
。
類
如
無
量
寿
経
釈
迦
造
説
彼
西
方
浄
人
華
。
今
此
国
三
輩
往
生
。
今
此
経
亦
爾
。
是
釈
迦
蓬
説
蓮
華
蔵
国
土
浄
人
華

也
。
次
北
方
論
師
解
。
彼
有
三
仏
。
一
法
。
二
報
。
三
化
。
華
厳
是
報
仏
説
。
浬
繋
般
若
等
是
化
仏
説
。
法
仏
則
不
説
。
彼
判
舎
那

是
報
仏
。
釈
迦
是
化
仏
。
舎
那
為
釈
迦
之
報
。
釈
迦
為
舎
那
之
化
。
華
厳
経
是
舎
那
仏
説
。
此
則
是
南
北
両
師
釈
如
此
也
。

『
華
厳
経
』
の
教
主
が
釈
迦
か
舎
那
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
、
こ
の
問
答
の
発
端
が
「
輿
皇
大
師
」
つ
ま
り
法
朗
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
答
と
し
て
「
南
方
解
」
と
「
北
方
解
」
が
示
さ
れ
、
「
南
方
解
」
は
釈
迦
・
舎
那
一
体
の
立
場
か
ら
釈
迦
所
説
、

「
北
方
解
」
は
釈
迦
・
舎
那
具
体
の
立
場
か
ら
、
法
・
報
・
化
の
三
身
中
、
化
仏
で
あ
る
釈
迦
所
説
で
は
な
く
、
報
仏
の
舎
那
所
説
と
す

る
。
文
は
こ
れ
以
降
、
そ
の
他
の
諸
師
の
見
解
を
列
記
し
て
い
る
が
、
結
論
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
法
朗
と
建
初
法
師
と
の
対
論
を
あ
げ

て
い
る
。

と
あ
り
、既

斥
南
北
一
異
両
家
皆
非
。
彼
即
反
問
。
汝
既
弾
一
異
皆
非
。
汝
作
若
為
別
釈
耶
。
建
初
法
師
曾
以
此
間
輿
皇
一
大
学
士
云
。
舎
那

釈
迦
為
一
為
呉
耶
。
答
云
。
舎
那
釈
迦
釈
迦
舎
那
。
建
初
即
云
。
我
己
解
。
若
為
解
。
既
云
舎
那
釈
迦
釈
迦
舎
那
。
量
是
一
豊
是
呉
。

川
明

作
此
一
答
彼
即
便
解
也
。

」
れ
に
よ
れ
ば
、

南
方
の
釈
、
迦
・
舎
那
一
体
説
と
北
方
の
釈
迦
・
舎
那
異
体
説
の
両
者
を
破
し
て
、

一
と
も
異
と
も
い
え
な
い
と
い
う
結
論
と
な
っ
て
い
る
。

法
朗
の
「
舎
那
釈
迦

釈
迦
舎

那
」
と
い
う
言
に
よ
っ
て
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五

結

語

こ
れ
ま
で
隔
代
仏
教
に
お
け
る
三
身
解
釈
や
三
身
説
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
(
無
量
寿
仏
〉
と
毘
直
遮
那
仏
(
虚
舎
那
仏
〉
の
性
格
規
定

の
諸
相
を
み
て
き
た
が
、
現
時
点
で
は
概
観
と
い
っ
た
段
階
で
あ
る
。
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
論
文
は
、
惰
代
仏
教
の
特
色
を

同
時
代
的
視
座
か
ら
検
討
し
、
こ
れ
ま
で
豊
富
な
人
材
・
著
作
類
を
有
し
な
が
ら
も
、
体
系
的
な
研
究
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
惰
代
仏
教

教
学
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
一
環
で
あ
り
、
今
後
、
更
な
る
情
報
収
集
、
分
析
が
必
要
と
な
る
。

た
だ
、
慧
遠
、
智
顔
、
士
口
蔵
の
解
釈
を
並
べ
て
み
て
い
く
と
、
注
釈
の
対
象
と
し
て
い
る
経
典
固
有
の
内
容
に
必
ず
し
も
と
ら
わ
れ
ず

(
必
要
で
あ
れ
ば
会
通
し
て
〉
、

あ
る
一
定
の
論
ず
べ
き
共
通
テ
l
マ
が
惰
代
仏
教
界
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

当
時
、

そ
し
て
、
後
の
者
は
前
の
者
の
説
を
あ
る
程
度
意
識
し
て
自
説
を
述
べ
、
時
に
は
対
抗
意
識
も
見
て
取
れ
る
(
吉
蔵
の
「
無
量
寿
浄
土
三

教
学
的
な
テ
l
マ
の
共
通
性
に
止
ま
ら
ず
、
仏
典
注
釈
の
流
行
と
い
う
状

況
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
惰
代
に
お
い
て
は
、
同
一
仏
典
に
対
す
る
注
釈
書
が
多
く
、
慧
遠
、
智
額
、
士
口
蔵
に
関
す

界
摂
不
」

「
舎
那
釈
迦
一
異
」
の
記
述
な
ど
)
。

こ
の
点
は
、

る
主
な
も
の
を
あ
げ
て
も
、
以
下
の
よ
う
な
様
相
を
呈
す
る
か
ら
で
あ
る
。

①
『
観
無
量
寿
経
』
に
対
す
る
注
釈
書

慧
遠
撰
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』

智
顕
説
『
仏
説
観
無
量
寿
仏
経
疏
』

(
偽
撰
〉

吉
蔵
撰
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』

(
道
縛
撰
『
安
楽
集
』
〉

②
『
維
摩
経
』
に
対
す
る
注
釈
書

慧
遠
撰
『
維
摩
義
記
』
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智
顕
撰
『
維
摩
経
玄
疏
』

コ
一
一
観
義
』

『
維
摩
経
文
疏
』

智
顛
説
湛
然
略
可
維
摩
経
略
疏
』

吉
蔵
撰
『
維
摩
経
義
疏
』
/
土
日
蔵
造
『
浄
名
玄
論
』

③
『
無
量
寿
経
』
に
対
す
る
注
釈
書

慧
遠
撰
『
無
量
寿
経
義
疏
』

吉
蔵
撰
『
無
量
寿
経
義
疏
』

④
『
浬
蝶
経
』
に
対
す
る
注
釈
書

慧
遠
述
『
大
般
浬
繋
経
義
記
』

『
四
教
義
』

士
口
蔵
撰
『
浬
繋
経
遊
意
』

※
参
考

濯
頂
撰
『
大
般
浬
繋
経
玄
義
』

⑤
『
法
華
経
』
に
対
す
る
注
釈
書

智
顕
説
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』

『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
』

土
口
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』

『
法
華
義
疏
』

『
法
華
遊
意
』

⑥
『
金
光
明
経
』
に
対
す
る
注
釈
書

智
顕
説
濯
頂
録
『
金
光
明
経
玄
義
』

『
金
光
明
経
文
句
』

士
口
蔵
撰
『
金
光
明
経
疏
』

⑦
『
金
剛
般
若
経
』
に
対
す
る
注
釈
書

智
顕
説
『
金
剛
般
若
経
疏
』

士
口
歳
撰
『
金
剛
般
若
疏
』

⑥
『
仁
王
般
若
経
』
に
対
す
る
注
釈
書
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智
額
説
濯
頂
記
『
仁
王
護
国
般
若
経
疏
』

吉
蔵
撰
『
仁
王
般
若
経
疏
』

筆
者
は
、
今
後
、
本
論
文
で
扱
っ
た
部
分
も
含
め
、
共
通
の
教
学
的
テ

l
マ
と
と
も
に
、
同
一
仏
典
に
対
す
る
注
釈
書
の
多
さ
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
惰
代
仏
教
に
お
け
る
急
速
な
教
学
形
成
過
程
の
解
明
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註ω
拙
稿
「
仏
身
と
仏
智
|
階
代
に
お
け
る
三
身
解
釈
を
中
心
と
し
て
|
」
(
『
箆
谷
大
学
論
集
』
四
六

O
、
二

O
O二
年
〉
、
拙
稿
「
『
安
楽
集
』
の
三
身

説
に
関
す
る
一
考
察
階
代
諸
師
の
三
身
解
釈
と
の
比
較
を
通
し
て
|
」
(
『
真
宗
研
究
』
四
八
輯
、
二

O
O四
年
)
、
拙
稿
「
毘
虜
遮
那
と
釈
迦
|
不

空
訳
の
解
釈
と
そ
の
背
景
|
」
(
頼
富
本
宏
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
『
マ
ン
ダ
ラ
の
諸
相
と
文
化
』
、
法
蔵
館
、
ニ

O
O五
年
〉

ω
大
正
四
四
、
八
三
七
下

ω
大
正
四
四
、
八
三
七
下

ω
大
正
三
二
、
五
七
九
上

例
大
正
四
四
、
八
三
八
中

川
明
大
正
四
四
、
八
三
九
上

明
大
正
三
九
、
三
下

ω
大
正
三
九
、
五
上

例
大
正
三
九
、
九
下

帥
智
鎖
は
先
の
「
法
身
真
実
二
身
不
真
実
」
と
い
う
経
文
も
、
法
身
は
如
如
と
如
如
智
を
有
す
る
と
す
る
「
分
別
三
身
品
」
の
法
身
観
も
採
用
し
な

ぃ
。
拙
稿
「
仏
身
と
仏
智
l
惰
代
に
お
け
る
一
一
一
身
解
釈
を
中
心
と
し
て
|
」

帥
『
法
華
文
句
』
を
基
準
と
す
る
智
顕
の
仏
身
観
に
つ
い
て
は
、
多
田
孝
正
「
天
台
大
師
の
仏
身
観
」

照
O

M
W

大
正
三
四
、
一
二
八
上

帥
大
正
四
五
、
四
五
下
J
四
六
上

(
『
仏
の
研
究
』
春
秋
社
、

一
九
七
七
年
)
参
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同
大
正
三
四
、
四
三
七
上

同
大
正
三
四
、
四
三
七
上

帥
大
正
三
四
、
四
三
七
下

帥
大
正
三
七
、
二
三
三
下

t
二
三
四
上

同
惰
代
仏
教
の
資
料
と
し
て
の
『
安
楽
集
』
の
問
題
は
、
拙
稿
「
『
安
楽
集
』
の
三
身
説
に
関
す
る
一
考
察
l
惰
代
諸
師
の
三
身
解
釈
と
の
比
較
を
通

し
て
|
」
に
若
干
指
摘
し
て
お
い
た
。

帥
大
正
三
七
、
一
七
三
中

帥
大
正
三
七
、
一
七
三
下

帥
大
正
三
七
、
一
七
三
下

帥
大
正
三
七
、
一
七
三
下

帥
大
正
三
七
、
一
八
二
下

帥
大
正
四
四
、
八
三
六
中

伺
新
纂
出
統
一
八
、
四
六
六
上

明
新
纂
出
統
一
八
、
四
六
五
下
J
四
六
六
上

制
大
正
三
九
、
五
三
中
J
下
。
こ
の
部
分
は
智
顕
(
偽
撰
〉
『
仏
説
観
無
量
寿
仏
経
疏
』
(
大
正
三
七
、
一
八
八
上
)
に
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ

て
い
る
。

倒
大
正
三
七
、
二
三
四
中

帥
大
正
三
七
、
二
三
五
上

倒
大
正
三
七
、
二
三
五
中

制
大
正
三
七
、
二
三
五
中
J
下

伺
大
正
四
四
、
八
三
四
中
。
道
縛
も
『
安
楽
集
』
第
一
大
門
第
九
コ
一
一
界
摂
不
」
(
大
正
四
七
、
七
中
)
に
『
大
智
度
論
』
と
出
拠
を
明
示
し
て
引
用

す
る
。

伺
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
に
お
け
る
北
地
師
説
の
中
に
は
、
道
縛
『
安
楽
集
』
に
関
係
す
る
説
を
意
識
し
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。
前
掲
拙
稿
「
『
安
楽
集
』
の
三
身
説
に
関
す
る
一
考
察

l
階
代
諸
師
の
三
身
解
釈
と
の
比
較
を
通
し
て
|
」
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制 帥 伺 伺 帥 伺 例

大
正
三
四
、
一
二
八
上

大
正
四

O
、
五
六
九
下

大
正
三
四
、
四
三
七
中
J
下

大
正
三
回
、
四
三
七
下

大
正
三
回
、
四
三
八
上

大
正
三
五
、
一
中
J
下

大
正
三
五
、
二
下

キ
ー
ワ
ー
ド

情
代
仏
教

身

仏
身

{
本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
課
題
番
号
一
八
七
二

O
O
一
五
・
若
手
研
究
(

B

)

の
解
明
」
〉
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
」

「
同
時
代
的
視
座
か
ら
み
た
惰
代
仏
教
の
教
学
形
成
過
程
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